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て欲しい。学生たちは中村先生に平気で「かわいい」な
どと言う。おいおい世界のナカムーラに向かってなんて
失礼な！と私などはヒヤヒヤするのであるが，このへん
がモテル男とそうでないのとの違いであろう。中村先生
はいつでも「ウッフッフ！」と笑い飛ばすだけなのだ。
何だか結局は褒めているだけなのか。私のこの 10 年
間は自己肯定感を下げるだけだったのか。今ではすっか
り仲良くさせて頂いているが，実はお話をするときには
まだ少し緊張もするのだ。まだ怖いのである。でもこの
歳になって気づいた，怖い先生が居るってことは大変幸
せなことなのであると。追いつこうと思っても決して届
くことのない存在ってあるものだ。もうこうなったら私
も大津の自宅から自転車通勤だ……いやいや冷静になろ
う。スモールステップで近づいていくしか無いのだ。私
の定年まであと 10 年間，これまで以上に先生を追って
いけばいいのだろう。何だか自転車で逃げる相手を徒歩
で追いかけるような感覚だが。
中村先生，これでいいんですよね？
「ウッフッフ！」
